
徳島大学大学院創成科学研究科における長期にわたる教育課程の履修に関する規則 

令和２年４月１日 

大学院創成科学研究科長制定 

  （趣旨） 

第１条 この規則は，徳島大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第９条の４第２項の

規定に基づき，徳島大学大学院創成科学研究科（以下「研究科」という。）における長期にわ

たる教育課程の履修（以下「長期履修」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

  （資格） 

第２条 標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修できる者（以下「長

期履修学生」という。）は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 職業を有する者で，かつ，所属長の承諾を得た者 

 (2) 研究科長の許可を得て，研究科創成科学専攻，地域創成専攻，臨床心理学専攻，理工学専

攻及び生物資源学専攻（以下「各専攻」という。）が別に定める者 

２ 前項の規定にかかわらず，在学期間が１年を超える者は，次条に定める申請をすることがで

きない。 

  （申請手続） 

第３条 長期履修を希望する者は，各専攻が別に定める申請書を次の各号に定める日までに学長

に提出し，その許可を得なければならない。 

  (1) 新入生は，入学手続き日 

  (2) 在学生は，２月末日（１０月入学にあっては８月末日） 

  （審査手続） 

第４条 研究科長は，長期履修を希望する者がある場合は，各専攻の長に審査を付託する。 

２ 各専攻の長は，各専攻で定める委員会において審査し，各専攻教授会の議を経て，研究科長

に報告の上，学長に申請するものとする。 

  （長期履修の期間） 

第５条 長期履修を許可する期間は，大学院学則第５条に規定する在学年限を限度とする。 

２ 長期履修学生が在学中，長期履修学生として認められた期間の変更を希望する場合は，各専

攻で定める申請書により，学長に願い出て，その許可を得なければならない。 

  （教育課程の編成） 

第６条 長期履修学生に係る教育課程の編成は，研究科長が定めた履修基準を弾力的に運用する

ものとし，長期履修学生に限定した教育課程の編成は行わないものとする。 

   （雑則） 

第７条 この規則に定めるもののほか，長期履修に関し必要な事項は，各専攻の長が別に定める。 

   附 則 

 この規則は，令和２年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この規則は，令和４年４月１日から施行する。 

 


